
 

  

第１回 世田谷区本庁舎等における区民利用・交流拠点施設事業運営委員会 

開催日時 

令和８年４月７日（火） 

午後６時３０分 

～午後８時３０分 

場所 梅丘パークホール 

出席委員 

（敬称略、五十

音順） 

委員 

学識経験者 曽田委員長、齋藤副委員長 

団体 柴田委員、松田委員 

行政 中西委員、伊藤委員（事務局） 

区民委員 岡委員、土屋委員 

欠席委員 福岡委員 

事務局 

市民活動推進課 榎本係長、杉藤 

運営事業者 
上遠野施設長、本田副施設長 

栗本、山下、松下 

来賓 区長 保坂 展人 

議題 

（１）報告案件 

 ①準備委員会から委員会への引継ぎ事項 

  ア．施設運営にあたっての確認事項 

  イ．準備会での主な議題 

 ②委員会のスケジュールと主な議題について 

 ③利用システムについて 

（２）審議案件 

 ①準備会から委員会への引継ぎ議題 

  ア．愛称募集（案）について 

  イ．オープニングイベントの検討 

  ウ．令和８年度事業計画の共有・承認 

（３）次回の日程等 
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〇事務局・伊藤市民活動推進課長： 

本日はお忙しい中、ご出席いただき、誠にありがとうございます。 

お時間となっておりましたので、ただいまより第１回田谷区本庁舎等における区

民利用交流拠点施設事業運営委員会を開催いたします。 

私は本委員会の事務局であり、委員を務めます世田谷区生活文化政策部市民活動

推進課長の伊藤です。 

本委員会の委員長を皆様に選任いただくまでの間、進行を務めさせていただきま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。 

まず、会を始めるにあたりまして、本日は保坂区長が来られております。本日は

公務のため、冒頭のみの参加となりますが、区長より皆様にご挨拶をいただきた

いと思います。 

 

〇保坂区長 

 ～ご挨拶～ 

 

〇事務局・伊藤市民活動推進課長： 

区長ありがとうございます。大変恐れ入りますが、区長はここで退席させていた

だきます。 

それでは４月より運営事業者の皆様も運営に関わっていただいております。これ

から一緒に施設を運営してまいりますので、ご紹介、ご挨拶をお願いしたいと思

います。それではＪＣＤさんよりお願いいたします。 

〇運営事業者・ＪＣＤ栗本： 

ご紹介いただきました、事業者２社で構成させていただいております。代表企業

を務めます、ＪＴＢコミュニケーションデザインの営業担当の栗本と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。では、本日、同席させていただいております

エリアマネジメント第一事業局局長大西でございます。課長の荒木でございま

す。私、栗本と同じく営業担当をさせていただきます佐藤でございます。よろし

くお願いいたします。すでに前回準備会でもご紹介させていただいております

が、初めての方もいらっしゃると思いますので、改めまして、統括責任者となり

ます上遠野でございます。尽力させていただきます。どうぞよろしくお願いいた

します。 

〇事務局・伊藤市民活動推進課長： 

ありがとうございます。続きまして構成企業の世田谷サービス公社さんよろしく

お願いいたします。 

〇運営事業者・世田谷サービス公社山下 

世田谷サービス公社と申します。ＪＴＢコミュニケーションデザインさんのパー

トナー、構成企業として運営に携わらせていただきます。本日参りましたメンバ
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ーをご紹介させていただきます。弊社代表取締役の田中でございます。第一事業

部長の西原でございます。そして私が新たにこの区民利用・交流拠点運営のため

に設立いたしましたコミュニティ支援担当課の責任者となります、山下と申しま

す。よろしくお願いいたします。 

副施設長を務めさせていただきます本田、同じく拠点で本田のサポートとして務

めさせていただきます松下でございます。本日こちらのメンバーとなります。よ

ろしくお願いいたします。 

〇事務局・伊藤市民活動推進課長： 

ありがとうございました。続きまして、資料の確認をさせていただきます。座席

表以降の資料１から資料１０までまとめてございます。本委員会は、世田谷区本

庁舎等における区民利用・交流拠点施設事業運営委員会設置要綱に基づき設置し

ております。議事につきましては、議事録を作成し、皆様に確認いただいた上

で、会議資料とあわせ、氏名を含め、区のホームページ等で公開いたします。 

また、議事録作成のため、録音や写真撮影もさせていただきます。あらかじめご

承知おきください。なお、本日は設置のカメラを通してオンラインによる傍聴を

実施しております。傍聴されている皆様には資料は持ち帰らないよう、オンライ

ンの皆様はコピー等しないようお願いいたします。 

 

それでは、委員のご紹介に移ります。資料１の名簿をご覧ください。 

武蔵野美術大学造形学部視覚伝達デザイン学科名誉教授 齋藤委員です。 

跡見学園女子大学マネジメント学部マネジメント学科教授 曽田委員です。 

東京農業大学地域環境科学部造園科学科教授 福岡孝員ですが、本日は公務の都

合により欠席となっております 

ＮＰＯ法人まちこらぼ代表理事 柴田委員です。 

ＮＰＯ法人せたがや子育てネット代表理事 松田委員です。 

区民委員 土屋委員です。 

区民委員 岡委員です。 

なお、準備会議委員でありました世田谷コミュニティ財団の福永さんにつきまし

ては、運営事業者より再委託を受け、マッチングコーディネートディレクターと

なられましたため、この度委員会委員から外れる形となりました。ご承知おきを

いただきますようお願いいたします。なお、後任の方につきましては、事務局で

検討させていただき、副会長、会長にご相談した上で、次回委員会でお示しでき

ればと考えております。 

続きまして、生活文化政策部長 中西委員です。 

改めまして、生活文化政策部市民活動推進課長 伊藤でございます 

次に事業局職員を紹介させていただきます。市民活動推進課担当係長の榎本、担

当の杉藤でございます。皆さん、どうぞよろしくお願いいたします。 
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それでは資料２の世田谷区本庁舎等における区民利用・交流拠点施設事業運営委

員会設置要綱をご覧ください。本委員会は、１０名の委員で構成されておりま

す。本日、委員９名出席を頂いておりますので、要綱第５条第２項に規定する委

員２分の１以上の出席を満たしているため、本日の会議は有効となりますことを

ご報告いたします。 

 

 

 

会長、副会長の選出 

〇事務局・伊藤市民活動推進課長： 

続きまして、委員長、副委員長の選出に移ります。要綱第４条をご覧ください。

第４条では「委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選によりこれを定め

る。」と規定しております。 

こちらについて事務局からご提案がございますのでご説明してもよろしいでしょ

うか。 

〇全委員： 

異議なし。 

〇事務局・伊藤市民活動推進課長： 

ありがとうございます。事務局の案としましては、令和６、７年度に開催しまし

た準備会にて会長を務めていただいた曽田委員を委員長に、同じく準備会で副会

長を務めていただいた齋藤委員を副委員長にお願いしてはどうかと考えておりま

すが、いかかでしょうか。 

〇全委員： 

異議なし。 

〇事務局・伊藤市民活動推進課長： 

ありがとうございます。それでは曽田委員に委員長、齋藤委員に副委員長をお願

いいたします。曽田委員、齋藤委員、どうぞよろしくお願いいたします。それで

は曽田委員長よりご挨拶をお願いいたします。 

〇曽田委員長： 

はい。保坂区長からのお話で、２年半前の準備会にご出席いただいたとのことで

したが、私は令和４年から一連の委員会に関わらせていただいております。今年

度いよいよオープンという時期を迎えることになりまして、本日からまた多くの

方にご協力いただけることになりました。 

新しいチームの発会式、あるいは結団式というような雰囲気で、緊張を覚えると

ともに大変楽しみにしております。新しい視点で活動の拠点、交流の拠点ができ

ることを期待しております。皆様のご協力をよろしくお願いする次第です。また

今年度の運営事業委員会から、区民委員で土屋委員と岡委員に参加いただいてお

ります。新しい視点でいろいろ意見等を出していただければと思います。よろし
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くお願いいたします。 

 

〇事務局・伊藤市民活動推進課長： 

はい、ありがとうございました。齋藤副委員長からよりご挨拶をお願いいたしま

す。 

〇齋藤副委員長： 

齋藤です。私も準備会の時から、また区役所の基本構想検討の時から数えるとと

ても長い間携わらせていただいておりますが、とうとう参加している委員の皆さ

んのみならず、様々な活動などに参加していただいた区民の方々が描いた区民交

流、区役所と区民の協働の拠点としてのスペースが完成するということで、いか

に運営していくか、活用していくかというところに差し掛かったというところで

す。 

緊張しておりますけれども、委員長と協力して運営していきたいと思っておりま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。 

〇事務局・伊藤市民活動推進課長： 

ありがとうございました。これより進行を曽田委員長にお願いしたいと思いま

す。また、合わせて事務局進行を区から運営事業者さんにお任せしたいと思いま

す。ではよろしくお願いいたします。 

 

 

 

会議の進め方について説明 

〇曽田委員長 

それでは、議事を進行いたします。次第の５.会議の進め方についてです。事務局

よりご説明をお願いいたします。 

〇本田副施設長： 

はい、これより、事務局進行をさせていただきます。私は世田谷サービス公社の

本田と申します。１１月にオープンします交流拠点の副施設長を拝命されました

ので、頑張ってやっていきたいと思ってます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。それでは資料３をご覧ください。会議の進め方について、区事務局とも事前

協議をし、３点ご提案させていただきます。 

１つはラウンドテーブル方式等を取り入れた話しやすい雰囲気づくりの導入で

す。２つ目は進行、運営方法の変更です。準備会などでの区事務局一問一答形式

を廃止し、合議制による運営方式の導入を目的とし、進行は会長、事業者が会議

の組立の事前調整を区と行い、会長の進行のフォローを行います。区事務局は各

委員と同じ立場で必要に応じて発言を行います。例としまして、これまでは区事

務局が対案を用意してそれにご意見を頂く形が多かったですが、議題に対して委

員会としての方向性をとりまとめていくといったイメージになります。最後３つ
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目として、オープニングイベント参加団体の調整状況の共有についてです。こち

らは委員の皆様が進捗状況を随時把握できるように、また会議の直前の大量の資

料の送付を避けるため、コミュニケーションアプリを導入して調整状況を把握で

きるようにしたいと考えています。 

会議の進め方の説明は以上です。 

〇曽田委員長： 

はい。ありがとうございました。新しい進め方でやりましょうということですの

で、自由にご意見を出していただくということで進めていきます。質問なのです

が、３のアプリの利用について、少々大きめのグループではありますが、進行状

況が逐次分かるようにするということですね。今日の会議だけではなく、何回か

これから運営委員会や、部会がありますので、その時に紙の資料を配布という従

来の方法ではなく、普段からデジタルにて提供されるということでよろしいでし

ょうか。 

〇伊藤委員： 

そういうことでございます。 

〇曽田委員長： 

今の会議の進め方についていかがでしょうか。 

〇全委員： 

異議なし。 

〇曽田委員長： 

ありがとうございます。６．議題に入っていきたいと思います。報告案件と審議

案件に分かれております。資料が大変多くありますので、分からないことがあれ

ば、次第の方に戻っていただいて、今どこの話か確認しながらお聞きいただけれ

ばと思います。それでは、（１）報告案件から説明をいただけますでしょうか。 

 

 

 

（１）報告案件 

①準備会から委員会への引継ぎ事項 

〇本田副施設長： 

はい。それでは報告案件について順次ご説明させていただきます。まず「①準備

会から委員会への引継ぎ事項」です。こちらについては区より説明をお願いいた

します。 

〇伊藤委員： 

はい。資料４をご覧ください。 

この資料は、施設の運営にあたり、根幹となる事項を明確化し、様々な事項を決

定する上での軸とし、また委員や区職員が交代してしまっても、これまでの検討

の積み上げを継承していくことを目的に準備会にて作成したものです。今回委員



６ 

 

会が新たに始まるにあたり、改めて確認をさせていただきたいと思います。 

資料左側については、区役所本庁舎の整備基本構想の基本方針、また交流拠点施

設の基本計画、事業運営推進計画をまとめたものになります。右側の運営にあた

っての確認事項をご覧ください。 

まず№１では、原則無料で、予約不要で利用でき、また営利利用も可能な場とし

ています。 

No.２では、魅力的なイベントを実施し賑わいを作り、また気軽に立ち寄れる場作

りとしています。 

№３では、ルールは固定化せず、トライアンドエラーが可能な施設運営としてい

ます。 

№４では、新たな活動へのチャレンジや活動のバージョンアップ、マッチング支

援をしていくとしています。 

№５では、区民、団体、区職員がオープンな活動に参加し、交流や協働を育んで

いくとしています。  

№６では、区と運営事業者が中心となって、区民、団体、区をつないでいくとし

ています。以上の６つの確認事項を踏まえて施設の運営を考えていきたいと思い

ます。 

続いて、「イ.準備会での主な議題」についてです。資料５をご覧ください。令和

６年１２月から先日の２月まで、計５回開催した準備会で議論してきた内容につ

いて、こちらにまとめております。これら準備会での議論を踏まえて、本日の委

員会につながっているという流れとなっております。詳細は後ほどご覧いただけ

ればと思います。説明は以上です。 

 

 

 

②委員会のスケジュールと主な議題について 

〇本田副施設長： 

続いて「②委員会のスケジュールと主な議題について」です。資料６をご覧くだ

さい。まず上段が当会議である委員会について、その下２つが、今後始まります

部会について記載しています。委員会と部会はそれぞれ連動しながら進んでいき

ます。 

左上の４月７日第１回委員会が本日の議題です。 

その下、５月に区民活動・交流部会が始まります。ここではオープニングイベン

トの企画参画検討、オープニングイベントを区民参加で決めていく利用憲章案の

検討、活動時のゴミ対応など、共通の課題を設定したオープニングイベント時の

取り組み、テーマ設定、広場でのマルシェに利用するシェード作成の検討、など

を議論できると良いと考えています。 

同じくその下の５月に、みどり部会もスタートとし、オープニングイベントのみ
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どりに関連する活動の企画参画検討、屋上の区民花壇の区民参加事業を検討して

いきます。 

次に区民活動部会の部分、７月のところをご覧ください。５月の部会に続いて部

会を実施します。同時並行でオープニングイベントに参加する団体とは随時調整

を進めていますので、それを受けて７月に部会を実施します。部会では引き続き

オープニングイベントに関する内容について検討を進め、合わせて上から２つ目

のところ、翌年令和９年度のイベント、（仮称）市民活動フェアの検討も始めま

す。その下のみどり部会も同様の議題で７月に実施予定です。 

上の委員会、８月のところをご覧ください。委員会では、５月、７月での部会で

の検討の報告を受けながら、令和９年度の事業計画や、仮称市民活動フェアイベ

ントの検討を行います。またオープニングイベント以降、区民参加で決めていく

愛称募集案を議論し、施設の事業運営方針も策定していきます。 

そのような流れでまずは１１月の施設開設、オープニングイベントに向けて検討

を進めていくといった流れです。オープニングイベント以降の２月、３月の部

会、委員会の議題については資料右側に記載のとおりです。説明は以上です。 

「③利用システムについて」は、区より説明をお願いいたします。 

 

 

 

③利用受付システムについて 

〇伊藤委員： 

それでは資料７ー１をご覧ください。 

「１利用受付システムについて」ですが、こちらは団体さんが施設を活動で利用

する際の受付システムについての説明になります。調整中ですが、現在区の公式

ＬＩＮＥを活用した、分かりやすい誰もが気軽に使いやすいシステムの検討を進

めています。詳細は後ほどご説明します。 

次に「２利用受付スケジュールについて」です。今年の８月に団体さんあてに利

用案内を送付、９月からの予約受付開始に向けてスケジュール案を作成しまし

た。詳細は後ほどご説明しますが、概要として、基本的に１年後の利用について

一括受付を行います。具体には、区民交流スペース等の交流拠点施設は、世田谷

区民会館の予約受付に合わせて受付を行い、区民会館の抽選後、結果を踏まえて

利用調整を行い決定します。なお、「一括受付後の随時受付」については、先着

とはせず、１か月単位で申請を受付け、利用調整のうえ決定します。 

では資料７－２をご覧ください。こちらが区の公式ＬＩＮＥのメニュー画面で、

予約ボタンを押していただくと交流拠点施設予約メニューが表示され、そこから

申請画面に入っていくイメージです。 

次のスライドです。一問一答形式のわかりやすい入力で、予約日や時間帯などを

入力していきます。空き状況も確認できるようにします。また利用者に向けたプ
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ッシュ通知機能も使えます。 

次のスライドです。活動で利用する際は、まず団体登録をしていただきます。利

用団体さんは、まずＬＩＮＥ上で団体登録申請を行います。そうすると真ん中の

システムを経由して右側の管理者に情報がいき、内容確認を行います。そして登

録許可をし、左上の利用者に登録完了通知がいくといった流れになります。ちな

みにＬＩＮＥがご利用できない方については、以下の通り紙での申請も可能で

す。 

次のスライドです。 

こちらは登録をしていただいた団体さんが、施設を利用する際の予約受付フロー

図です。なお、団体さんの会議や打ち合わせなどは、空いてれば予約不要で利用

可能ですので、ここでいう予約とは、事前周知があり、会場の事前確保が必要な

イベントなどの利用の場合の、事前予約の流れをご説明となります。 

ではまず左側、利用団体さんはＬＩＮＥ上で事前予約申請を行います。それを管

理者が確認して、その他各団体さんから来た申請を合わせて利用調整を行いま

す。管理者は利用調整結果を利用団体さんあてに通知します。（なお、利用料金

が発生する場合、利用当日にキャシュレス決済手続きか、または現金払い手続き

を行います） 

次のスライドです。こちらは、事前予約について、ＬＩＮＥシステムを使用でき

ない場合の窓口による申請フローを示したものになります。 

続いて資料７－３をご覧ください。 

こちらは施設の利用受付のスケジュールを示したものです。上から、公用申請と

書かれたものが区の事業の申請スケジュールで、その下が団体さんの申請スケジ

ュールです。なお、参考に一番下に世田谷区区民会館の申請スケジュールも示し

ています。区民会館は条例施設ですので、受付システムが異なっています。 

ではまず資料上の公用申請の６月のところですが、令和９年度１年間の区の事業

の申請受付を６月に先行して行います。それを受け調整し７月、８月で利用を決

定していきます。なお、区の８年度事業の申請は今年１月に決定済みとなってい

ます。 

次に資料中央の部分をご覧ください。団体さんの申請ですが、システムを構築中

ですので、利用受付はこれからとなります。まず利用受付システムを４月から７

月の間で構築しまして、８月には利用案内を作成します。そして９月から利用受

付を開始します。オープニングイベント後の１１月２４日以降の利用について、

まず上の緑のところですが、区民会館とセットでの利用は１年後の１０月まで受

付を行います。これは資料一番下の区民会館の受付スケジュールと合わせていま

す。その下のオレンジのところですが、区民会館とのセット利用でない場合、例

えば区民交流スペースや広場などの利用の場合は、９月に１１月２４日から令和

９年３月までの分を受付します。 

次に１１月のところをご覧ください。１１月に、区民交流スペース等の単独利用
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分の令和９年４月から８月分の受付を行います。続いて１２月に令和９年９月か

ら令和１０年１月分の受付を行います。 

令和９年１月のところをご覧ください。１月には１年後の２月分について受付を

するといった形で、以降１年後の１か月分について順に受付をしていくといった

流れになります。スケジュールについての説明は以上になります。 

〇曽田委員長： 

はい。ご説明ありがとうございました。 

 今日初めてご参加いただいてる委員の方も含めて、今までにどこが問題になって 

いたのか、ご不明点などなんでも結構です。ご質問やご意見はございますでしょ

うか。 

 

〇土屋委員： 

まず、先ほどご紹介いただいた通り、第１回から初めての参加となります。これ

までのご議論の背景などを把握できておりません。基本的な質問となることご理

解いただけますと幸いです。ご質問させていただきたいのは１点、素人的に気に

なった、自分の直感と違うなって思ったところが、利用方法についてです。予約

してから実際に利用するまで結構ラグが生じると感じました。これまでのご議論

の中で、実際の利用までのラグが生じている背景やシステム的な理由がもしあり

ましたら、そのあたりをご説明いただきたいです。 

〇伊藤委員： 

ありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

基本的に利用にあたっては予約不要で、そのままお越しいただける流れが前提

で、貸館施設ではないということです。貸館で利用するのはけやきネットであ

り、それは基本的に事前予約が前提になります。 

基本的に予約なしでふらっと来ていただき、たまたまそこにいた方との出会いな

どが想定できる施設を目指しています。 

今回予約できるものについては「〇月〇日〇〇で■■を行う」という日程を事前

に決めないと周知ができないイベントに関して、予約をしていただく必要があり

ます。そのような意味で、事前に決まっているものを事前に予約してくださいと

いう立て付けです。 

仮にお客様も多くいないという場合は、周知はしつつ予約しないという方法もあ

るかもしれません。ご自身で利用状況を見て、来ていただけるかなと思います。 

タイムラインで事前に決めるものについて、このような利用のタイミングがあっ

てもいいだろうという議論になりました。 

〇曽田委員長： 

ありがとうございます。事前に予約して、そこから準備をするところも踏まえて

いると認識しました。ありがとうございます。 

はい。柴田委員、お願いします。 
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〇柴田委員： 

そもそもの話になってしまうかもしれません。今のお話の延長線上で、今後活動

をしたいと思った方や全く施設を知らない方が資料４（利用方法）を読んだ際

に、伊藤課長がおっしゃった「全く予約不要で原則無料で営利利用ができる場」

という箇所に関して、そこまでの理解ができないのではないでしょうか。 

予約不要となっているのに、１年も前から予約しなければいけない。そもそも予

約しないでふらっと来て交流の拠点にしたいという話は、以前も市民活動をこれ

からやりたいっていう方が集まった時や少人数でもふらっと来て、自分の活動を

発表したいという意見があった。そこから出てきた「予約しないで使える拠点」

にしてほしいと希望があり、この言葉がずっと残ってきてると思います。 

「予約しないで使えます」、「空いてたら使えます」という前提を毎回言う必要

が出てくる「空いていれば利用可能」という表現は、利用条件が正確に伝わらな

いおそれがあるため、より分かりやすい表記への見直しが必要と考えます。運営

事業委員として、改めて考えると予約不要ということを、果たして詳細まで言う

必要があるのでしょうか。 

〇岡委員： 

私も本日初めて参加させていただき、これまでに議論している中で失礼な発言に

なら申し訳ありません。予約不要ということをポジティブに捉える方もいれば、

逆に行ってみないと使えるかどうか分からない場所という印象にもなる。 

場所が世田谷区役所という話になると、住んでいる方でも最寄り駅から結構歩

き、行ってみたら「すみません、今日は使えません」という可能性を考えると、

予約をきちんとして場所を確保できている方が安心して利用できるということで

はないでしょうか。 

予約は当日も可能なので、当日でも利用でき、ちゃんと場所を確保して、それに

向けて自分で何か準備をして、発表するということではないでしょうか。 

一方で、先ほどありましたように、利用団体にもある程度しっかり年間スケジュ

ールを組んで活動されている団体さんや、個人の趣味の延長で発表される方が、

１年後の発表に向けて、１年程前から予約することは利用ハードルが高い。 

もう少し予約フォームの期間を３か月後など短い方が、より小規模な利用者にと

ってはハードルが低く、幅広く利用してもらえるのではないでしょうか。 

〇柴田委員： 

ふらっときて使える場所もあるため、そこも使いましょうということだと思いま

す。同時に区民交流拠点は予約して使える部屋と予約なしで使える部屋があると

いうことを確認していただきたい。ＬＩＮＥで申し込むというのも必要だと考え

ます。ＬＩＮＥ等で今日は空いてるかというのが分かりやすくなり、空き条件が

確認できる。簡単に確認ができ、空いていれば拠点に行こうと思ってもらえるの

はいいのかなと思います。 

もう一つ、運営にあたり確認事項６項目を今の予約不要や気軽に立ち寄れる、そ



１１ 

 

れからトライアンドエラーが試せるという自治の場所にしていくという目標は非

常にレベルの高いところを目指していることになります。 

自治のことを誰がいつどこで皆さんにご説明するのか、項目に追加してほしいで

す。事業者がリードして、皆さんをサポートして、運営すべてを事業者が行うと

いうように見受けられる。利用する人たちの意思が重要であり、他とは違う施設

を目指していることをわかるようにしてほしいです。 

〇齋藤副委員長： 

とてもハードルが高い自治的運営というのを目指し、今まで準備会でも、その前

の運営基本計画のところから委員の皆さんが話し合ってきているところです。 

 実験的に使ってやってみようということだと思うのですが、そのようなことを含

めて、今度のオープニングイベント企画または部会活動の中で、憲章を作成して

いくのはどうでしょうか。 

世田谷区が作るのではなく、運営委員会や部会、実行委員会が様々なことをやる

中で言語化していこうとしているので、そのようなことがプラスされると良いと

考えます。 

〇松田委員： 

拠点まるまる１個を予約ではないと考えるので、予約した利用団体の横でふらっ

と来て利用している人がいればいいのではないでしょうか。そういう工夫をする

のが一つと、もう一つはけやきネットと圧倒的に違うことがあります。けやきネ

ットは不特定多数の利用はできません。つまり、団体で借りるから団体のメンバ

ーで使うだろうと、不特定多数の人たちには使えないことになっています。自由

に参加できるという意味では、団体の人たちはすごくありがたいと思う。 

けやきネットについてもルールが厳しくなっている気もするので、区民利用・交

流拠点はそうではない。「団体利用」という言い方が非常に気になります。少人

数で活動している団体の人たちにとっては、予約なしで利用できる施設があるこ

とはありがたいため、そういう人たちのためにも展開していきたい。施設に来る

人へ、活動していたら参加していいよ、ということをきちんと伝えないと、勘違

いされてしまうのではと感じます。 

〇伊藤委員： 

そうですね。単なる貸館ではないという表現は今までも言ってきました。もう少

し言葉を足していかなければいけません。若者部会の若者に、地方の公民館みた

いなイメージであるという説明をした際に、その方が分かりやすいと意見をもら

ったことがあります。若い利用者にも伝わりやすい言葉にする必要があります。

利用憲章を作成の際にはアウトプットを皆様からお知恵をいただきながら行って

いくと思っています。この資料は、基本となるブレない部分のみをまとめたもの

であり、内容自体を大きくアップデートしていくというよりは、今後は「利用憲

章」「利用ルール」「利用案内」などを別途整理・追加していく想定です。特に

利用憲章については、「日々どのように使うのか」「どんな人がどのように活用
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できるのか」といった具体的な使い方を示す内容になると考えています。また、

実際の運用の中で得られた気づきや個々の良かった点なども反映していく余地が

あります。 

その中でも最も重要なのは、事実ベースで網羅的に整理していくことであり、そ

の内容をきちんと項目として落とし込み、研修としても整備していく必要があり

ます。特に初めて利用する人にとっては、これらの説明がないと理解が難しいた

め、本日の会議内容を踏まえて必要に応じて追記していくものと考えます。 

〇柴田委員： 

今日の会議はワークショップ形式ではないのでしょうか。 

〇本田副施設長： 

後半の審議事項で形式変更します。 

〇伊藤委員： 

すみません。報告事項と審議事項とを分けているのは、報告事項の方はすでに議

論をしており、それに対する結果、未達だったところを報告していただこうとい

う流れです。あまり本質的な議論を実は想定していませんでした。 

〇曽田委員長： 

 私も委員会の中でこれまで話し合ってきた理念とかビジョンなどをそのままの言

葉で外に向かって区民利用の際にアピールするのは情報が足りないかもしれない

ということで、ご指摘があった通りだと思います。 

それからゾーニングということでいうと、施設の性格が大型の複合文化施設とい

うとらえ方では足りないかもしれません。区民交流施設も入っており、一括で施

設の利用方法として説明することは無理があるため、オープニングイベントを２

１日間やってみて、大型文化施設としての利用と、自由度の高い小規模な区民参

加型の利用の双方を実施比較し、すべて一緒に並行して成立しうるということを

ご理解いただくことが必要だと思います。 

言葉での説明だけではなく、実際に物事が動いてみて、そこに来ていただいて、

次に自分もやってみようと思ってもらうための循環の中から理解し会得していた

だくということではないでしょうか。そういうための利用憲章も追加していくと

いうことで、委員会としても宿題が増えた、新たな宿題をいただいたということ

だと思います。 

他に皆さんよろしいでしょうか。 

〇全委員： 

異議なし。 

〇曽田委員長： 

それでは、６．議題（２）審議案件に移ります。事務局より説明をお願いしま

す。 
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（２）審議案件 

①－ア．愛称募集（案）について 

〇本田副施設長： 

これからワークショップを開きますが、その前に少し長いですが説明させてくだ

さい。 

では資料８をご覧ください。「ア．愛称募集（案）について」についてです。な

お本日は次のオープニングイベントの議論の時間をより多く確保するため、こち

らの愛称募集については説明のみとし、次回８月の委員会にて議論する時間を作

りたいと思いますのでよろしくお願いします。 

こちらの資料ですが、今年１月に準備会の委員の皆様に事務局案としてお示しし

たものです。施設の愛称は施設がオープンする１１月以降より、区民の皆さんに

施設を実際に利用していただきながら考えていただき、９年の４月から使ってい

くとしまして、まずは１１月から検討してもらうにあたってベース案としてつく

ったものがこちらになります。 

まず施設を大きく３つに分けて愛称をつけたいと考えています。青塗が屋内スペ

ースとして、一階の区民交流スペースと２階の区民交流室を仮称で『協働ラボ』

としています。次に黄色塗が屋外スペースとして、広場、ピロティを仮称で『協

働スクエア』としています。３つ目が屋上スペースで、６階の屋上庭園を仮称で

『協働ガーデン』としています。 

また施設全体の名称として仮称で『協働プレイス』としています。以下に齋藤委

員から以前いただいたご意見を掲載させていただいておりますが、名前のつけ方

は色々なケースが考えられますので、こちらを次回議論して利用者の方が参加し

やすい愛称募集の枠組みを決めていきたいと思います。 

 

①－イ．オープニングイベントの検討 

続いて次第のイ.オープニングイベントの検討についてです。次に資料９をご覧く

ださい。こちらはオープニングイベントの全体スケジュール資料です。２段目、

「オープニングイベントの参加申込団体、区公用事業との調整」ですが、昨年１

１月に募集を開始して、先日の３月４日にイベント参加団体さんとリモートで説

明会、意見交換会を行いました。今後は、今日の委員会での検討を踏まえて、４

月中に参加団体さんと対面で顔合わせ、交流会を行い、企画内容を具体化してい

きます。 

その下、愛称募集は先ほどご説明したとおりです。一番下の利用憲章について

は、施設の意義や理念を理解いただくためのもの、禁止事項ではないものを施設

に掲示していきたいとして、オープニングイベント期間中に区民参加のワークシ

ョップを開催して作っていきたいと思います。こちらは５月から始まる部会で検

討していきたいと考えています。次に資料９ー２をご覧ください。こちらは１１

月イベント期間中の区役所庁内の申請状況一覧です。こちらは調整中の資料です
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ので非公表とさせていただきます。 

次に資料９－３をご覧ください。先ほどお話しました３月４日に行ったイベント

参加団体さんとの意見交換会の様子をまとめたものです。２内容のところ、冒頭

はイベントの目的などをご説明し、（４）（５）で参加団体さんの紹介や意見交

換を行いました。３で主な意見をまとめています。（１）テーマ設定やキャッチ

コピーについては、「区役所でつながろう」や、参加団体に確認してもよい、あ

る程度漠然としたテーマ設定があるとよいなど意見がありました。 

（２）マッチング方法や今後の進め方については、今後はテーブルごとに小人数

でつながる機会があるとコラボが生まれやすい、各団体の参加希望日時や期間を

共有できるとよいなど意見がありました。 

今後のスケジュールですが、本日の委員会でイベントの方向性を決めつつ、４月

中に参加団体さんと交流会を行います。５月、７月には様々なネットワークを持

つメンバーが参加する部会でも検討を進めます。参加団体とは随時イベントの企

画検討、調整を進めていき、８月には委員会があり、１１月にオープニングイベ

ントを実施するといった流れになります。 

最後の資料、９－４をご覧ください。こちらはオープニングイベント参加団体さ

んの一覧で非公表資料です。 

資料の説明が長くなりすみません。今日の委員会では、オープニングイベントを

実施するにあたって、参加団体さんとの調整や今後始まる部会も含めて、意見を

出しながら委員会としての大きな方針、方向性を決めていければと考えていま

す。 

これからグループ討議に入りますが、席が少し遠くないでしょうか。机を寄せて

委員の皆様のお顔がよく見えたほうが、良い意見がたくさん出そうな気がしま

す、いかがでしょう。 

〇全委員： 

 異議なし。 

 

 

 

グループ討議 

＜座席移動 １テーブルに＞ 

 

〇曽田委員長： 

 それでは、ここからの審議案件は「公用事業」と「団体活動」、「運営事業者」

で行われるものと３種類ほどあり、それぞれ相当数アイディアがすでに寄せられ

ています。内容により人数が多く集まるイベントも非常に多く計画されており、

同じ場所に何千人が集まる催しがあるということは、その場に居合わせるとすご

く迫力を感じるのではないでしょうか。 
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 今まで行われたことがなかった事業が区役所のスペースで行われ、新しい使い方

ができ、自分たちの団体の活動の場を広げることにもなるということで、非常に

インパクトがある運営が可能なのではないかと思っております。 

 今のところ公用事業とそれぞれの団体の持ち込みのイニシアティブでやれる事業

がございますが、開催事業のミックスについて何かお考えがあればご意見くださ

い。 

〇本田副施設長： 

それでは、今後交流拠点の副施設長を務めます、本田が進行を務めます。進行補

助としてＪＣＤ栗本、書記は山下と松下が務めます。 

まず、新しく委員になられたお二人、岡さんと土屋さんになぜ応募されたのか自

己紹介も含めてお願いいたします。 

〇岡委員： 

今回応募させていただいた岡と申します。普段はサラリーマンをしております。

私も世田谷在住で、一人暮らしも含めて１０年以上世田谷に住んでおり、こうい

う活動に興味を持ち始めたのは子どもが生まれてから地域情報誌を読むようにな

ったことがはじめです。情報誌から様々な活動を知る中の一つに、このような委

員会があるということを知り、興味を持ちました。世田谷区役所も新しくなるこ

とに対して、自分が何か協力できたらなと思い、応募させていただきました。よ

ろしくお願いします。 

〇土屋委員： 

改めまして、土屋と申します。よろしくお願いします。私が参加させていただい

た理由といたしましては、関西出身で学生のころから世田谷に１０年ほど住まわ

せていただき、世田谷に住む人も環境も結構様変わりしてるなと感じています。

外国人の方々もおり、その中で、このような応募案内ハガキをいただきまして、

自分自身も関心を持って世田谷が魅力的になっていく一区民として一助になれた

らいいなと思って僭越ながら参加させていただきました。よろしくお願いいたし

ます。 

〇本田副施設長： 

ありがとうございます。それでは他の委員の方も一言だけよろしいでしょうか。 

〇松田委員： 

世田谷子育てネットの松田です。住まいが北沢なので近所です。世田谷に住んで

いる年数は１５年くらいです。出身は隣の渋谷区で、道路を挟んで印象が違いま

すね。最初の子育てを三重県で経験していることから、その違いを感じながら現

在は子育て支援に携わっています。お願いします。 

〇中西委員： 

生活文化政策部の部長の中西です。実は２０年ぐらい前に同じ仕事をしていまし

た。住まいは実はすぐ近くです。歩いて３分ぐらいのところに住んでいます。よ

ろしくお願いします。 
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〇伊藤委員： 

はい、伊藤です。市民活動推進課長やっております。千歳船橋あたりに住んでい

るのですが、千歳烏山のあたり、千歳村エリアということで、市民活動をやらせ

ていただいています。いろいろ実践している立場としての意見も言っていきたい

と思います。よろしくお願いします。 

〇上遠野施設長： 

はい。上遠野でございます。よろしくお願いいたします。今まさに皆さんにご議

論いただいている、新しくできる施設の施設長を務めさせていただくことになり

ます。ぜひ皆様に支えていただきながら、いろいろなことを試していきたいと思

っております。どうぞよろしくお願いいたします。 

〇柴田委員： 

柴田です。よろしくお願いします。事務所は山下駅の駅舎で、お店もやってお

り、世田谷区にもう４０年ぐらい住んでおります。岡さんや土屋さんのような

方々が世田谷区の９２万人の中のマジョリティです。マジョリティがここにいな

いというところから、若い方々にもここに参加していただこうということで、応

募していただきました。マジョリティの方々の参加したいイベントをここでやら

ないと皆さん来ないです。だから、そういうことをここでやりつつ、市民活動の

やりたいこともやりつつ、マジョリティの方にいかに足を運んでいただけるかと

いうことをぜひ、岡さんと土屋さんには、率直な意見をいただきたいという希望

を持っております。よろしくお願いします。 

〇齋藤副委員長： 

齋藤啓子と申します。私もここら３分ほどの、非常に近いところに住んでいま

す。小さい頃は桜丘に住み、その後札幌や三鷹、そして世田谷に戻り、子育て中

に４回も梅丘の中で転居を繰り返しました。まちづくりの仕事を世田谷区役所と

世田谷トラストまちづくりで２０年ほどやっておりましたが、その後学校の先生

になると朝早く出て、夜遅くしか帰ってこない生活をしていました。今からは地

域密着の生活になるのではないかと期待しているところです。どうぞよろしくお

願いいたします。 

〇曽田委員長： 

私は地元とは関りがなく大変申し訳ないような気持ちがしているのですが、三茶

まちづくりの委員会に呼んでいただき、その流れでこちらにも参加し、もう５年

目になります。皆さん本当にチャレンジングで、いつも勉強になっております。 

〇本田副施設長： 

皆様コメントありがとうございました。それではこれからのご意見を伺いたいと

思います。進め方ですが、委員一人の発言をあまり長く時間を取らず、他の委員

の方との、掛け合いを第一に進めていきたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

まず、オープニングイベントについて、現在多くの参加団体からの応募がありま
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す。このオープンイベント、どのようなイベントにしていきたいのか、その実現

に必要な仕組みはどうするか、イメージについて皆さんからご意見お願いいたし

ます。 

〇中西委員： 

 先ほどの柴田委員からの提案で良いと考えます。本件について、行政のイベント

に関して、集客のあり方に工夫の余地があると感じています。 

 イベントには内容そのものの魅力により参加が促されるものと、他の要因により

集客となっているものの２つの傾向が見受けられます。後者の場合、結果として

参加者が限定的となる傾向もあり、多くの人に認知されないことが課題となって

います。現在予定されているイベントの中にも同様の傾向がみられるため、この

点を踏まえた上で検討を進める必要があると考えます。 

 特にオープニングイベントについては、より多くの方に興味を持っていただける

よう、内容や周知方法の工夫が重要です。 

 

〇伊藤委員： 

ご意見ございましたが、一方で交流拠点では活動のモデルとなるようなイベント

の実施を目指していく考えも共有されました。オープニングイベントは、「この

場所でどのような活動が可能か」を示す機会であるとともに、施設を最大限活用

した場合の一つの姿を提示するものとして位置付けております。 

 まずは団体や企業の皆様に「利用してみたい」と感じていただくことが重要であ

り、そのきっかけづくりとなるような内容としていくことが必要であるとの認識

が示されています。 

これらの取り組みを進めつつ、今後、関心のある区民の方が来てみようと思って

もらいたい。その先に関心がなかった区民の方々も来たくなることが目的だとい

うことが推されています。 

〇柴田委員： 

集客も大事だが、そもそも駅から遠いから区役所に人が来なく、集客はすごい難

しいだろうというところから始まっています。 

〇松田委員：  

賑わい創出が目的ではないのではないでしょうか。 

〇柴田委員： 

一つは区と区民との汽水域。汽水域という言葉が資料からなくなってしまってい

ますが、まずは区の方々がここを使ってもらわないと、区民との交流の場所にな

らない、協働の場所にならないのではないでしょうか。まずは区のイベントを、

一旦ここに集めてもらいましょうということで、一生懸命集めてもらった経緯が

あります。ただおっしゃる通り、区のイベントは堅いので、関係者しか来ない。

それはＮＰＯも同じです。地域活動団体も一緒で、関係者しか集まらないイベン

トがいかに多いことかということです。だから世田谷区民の大多数を占めるマジ
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ョリティの方々が来ていただかないと、本当に私たちが目指している、ここに人

が集まるということは非常に厳しいことになります。ですが、そこを目指さない

といけません。今ここにはその企画がないというのはおっしゃる通りです。 

今日、１１月３日のオープニング企画を委員会で検討するのでしょうか。 

〇伊藤委員： 

基本的には実行委員会が企画します。実行委員会についてはまだ決まっていない

のですが、準備会でまずディレクションをする人が必要ではないかなど、そのよ

うなお話もありましたので、例えばその実行委員会が実施するのであれば、企画

段階から団体の皆様にご参画いただけるよう、運営委員会で内容を決定するので

はなく、実行委員会や参加団体の皆様とともに検討し、創り上げていくことが望

ましいです。 

ですので、１１月３日のイベントも含めて、どのように決めていくかということ

をある程度考えていただきたいです。 

〇柴田委員： 

１１月３日だけではないということでしょうか。 

〇伊藤委員： 

１１月３日だけではなく、２１日間すべてのイベントをディレクションしていた

だいた方がいいのではないかという、企画段階から関わりたい方を募集していま

した。 

〇柴田委員： 

１１月３日というのは、まだ企画は決まってないということですね。少し遅いの

ではないでしょうか。 

〇伊藤委員： 

急がなければなりませんが、今日が第一回目の委員会ですので、これから内容を

決定していきます。 

〇松田委員： 

 汽水域という観点で、団体同士のネットワークを生かした連携が重要だと考えて

います。これまで子どものケアに関する活動や居場所づくりの催しなどを実施し

てきましたが、今後は各所管とも連携しながら活動を進めていけるとよいと思っ

ています。一方で、団体側からの共同提案や参画の呼びかけについては実施が難

しいと感じています。行政側からの呼びかけであれば参加しやすいですが、団体

側から取り組み参画の提案はハードルが高いのが現状です。施設の公用利用との

関係も含めて整理が進むと良いのではないでしょうか。 

 また個人的な提案になりますが、１１月３日の「いいお産の日」に合わせた取り

組みを実施したいと考えています。これから子育てを始める若い世代の方々に参

加してもらえるような企画を、オープニングイベントの一部として実施できれば

良いと思います。 
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〇本田副施設長： 

若い世代を代表して何かご意見ありますか。 

〇岡委員： 

そうですね。このオープニングイベントのカレンダーと団体さんの企画を見て、

私が当事者でこれを見た時に、行くかどうかということだけで言うと、大変申し

訳ないですけど、多分足は向かないと思います。少し堅く、タイトルだけを見

て、私がこれを楽しめるのかと思いました。 

自分の立場では、子どもがまだ小さいため、土日にとにかく何をして時間潰そう

かという悩みがあります。馬事公苑などに行っているのですが、もうやることが

なく、そういう意味で、何か楽しそうなイベントがやっていないか、子どもが楽

しめそうなことないかと模索しています。私は区役所に行くまで時間がかかるの

ですが、子どもが楽しめるイベントがあれば行きます。    

世田谷区というと人口密度が高く、子育て世代の方もたくさんいるため、子ども

が主役や子どもが何か発表する、楽しめる場となったら、そこに親は自然とセッ

トでついてくる。そうするとやはり人が集まってくるだろうなと考えます。そう

いう子どもを主役にしたような、例えば子どもだけのフリーマーケットや子ども

の職業体験とかのイベントなどです。商業施設の運営詳細までは分かりかねます

が、商業施設の中のお店が協力し、お店の職業体験ができるイベントには、極め

て多くの応募が来ます。子どもに多様な体験の機会を提供したいという意図に加

え、保護者自身にとっても有意義に時間を過ごせる場であることから、大変関心

があり、ぜひ参加・訪問したいと考えております。これがマジョリティの意見か

分かりませんが、そういう方が多いではないでしょうか。 

〇本田副施設長： 

いいですね。ありがとうございます。せっかくですので、土屋委員いかがでしょ

うか。 

〇土屋委員: 

私自身結婚しておりますが、子どもはおらず２人世帯でございます。週末に何し

てるかというと、外出しています。イベントなどがあるため公園に行くことも多

いかなと思います。世田谷だと駒沢公園でパン祭りをやっているため、行ったこ

とがあります。 

２１日間を通じて幅広いテーマで実施する方法に加え、各日ごとにターゲットを

明確に設定する運営も検討可能ではないかと考えます。テーマをより細分化する

ことで、集客の向上が期待されます。一方で、区民交流スペースとして多様な来

場者の交流を促進する観点や、参加団体との調整も踏まえ、全体のバランスを見

ながら検討していくことが重要と考えます。 

〇本田副施設長： 

ありがとうございます。他にご意見いかがでしょうか。 

 



２０ 

 

〇伊藤委員： 

その流れで、先ほど１１月に募集をかけた方々が３月４日の資料の中で、今みた

いな話を少しいただいています。イベントテーマやキャッチコピーを設定してみ

るのはどうでしょうか、という話になり、限定的なテーマとなった場合、参加団

体の都合が合わない可能性が生じてしまう。子ども団体ではあるが、子どもをテ

ーマ設定した日に行けない場合、調整も発生します。 

〇土屋委員： 

思い付きで申し訳ありません。「集客」ということだけを考えると、松陰神社か 

らの導線も結構鍵になるのかと思いました。週末は結構若い人たちも多いイメー

ジがあります。例えば松陰神社の近くの、店舗などと当日来てもらえるように調

整しつつ、集客のために事前告知を手伝ってもらうなど区役所のより地元の周辺

で最初は密に連携してやっていくと集客ができるのではないでしょうか。 

〇齋藤副委員長： 

そのような意見が出るのをすごく待っていました。色々な準備段階の会議の中

で、区役所というと世田谷全体の中の一箇所というイメージではありますが、実

は区役所の周りはすでに魅力的な資源がたくさんあります。 

区役所の中だけとか、敷地の中だけという発想ではなく、ルートを作ったりとか

エリアを考えたりするようなことがもっとあってもいいという意見はこれまでも

たくさん出ています。今回はイベント期間が２１日間あるため、毎日やらなくて

もいいのですが、どこか２回ぐらい区役所周辺ルート上に何か設定したものを皆

さんに考えていただくというのは、自分の団体ができることだけを考えなくて済

み、考える基盤やベースをこちら側から提供する中の一つに、ルートやエリアを

広げて考えてみることができるのではないかと思います。 

以前区役所のイベントで、タイトルがすごくいいなと思ったのは【区役所で遊ぼ

う】です。子どもたちが区役所に行き、「ここは〇〇です」というように、紹介

してもらう内容です。今回は新しいところが少しずつ出来上がっている段階なの

で、区役所の中をツアーすることと、区役所の周りのエリアについても運営委員

会からイベント企画を考えてくれる実行委員会の人たちに提案してもいいのでは

ないでしょうか。 

〇柴田委員： 

先ほど公園には行くし、遊ぶ場所を探してるっていうお話を聞いて思い出したの

ですが、以前の経験から、オープニング月間で、スタンプラリーで回っていただ

くのはいかがでしょうか。 

経堂からあるいは近隣から、継続的に通っていただける方を増やすため、イベン

ト内容を紹介したパンフレット等を配布し、来場を促す方法も有効な手段の一つ

だと考えます。 

〇松田委員： 

そういう意味では、最初から派手に大成功の事例ばかりではなく、徐々に拠点を
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育てていければいいのではないでしょうか。逆に言うと、テストイベントができ

れば良いのですが、「種が撒けるようなものでもいい」というように、イベント

への参加人数での評価ではなく、ここから始めていく形でいいのではないでしょ

うか。大イベントでなくてもいいと思います。 

〇中西委員： 

大きく派手に集客しようという意味でもなく、コミュニティ支援は前から行って

おります。他の時期に開催しており、１１月開催に変更としたためイベント数は

増えていません。 

小さくてもいいが、岡さん・土屋さんのような区民の方が行ってみたい、少しで

も面白そうだから行ってみようと思えるものを少しずつ育てていくことができれ

ばいいのではないかと思います。オープニングイベント終了後においても、来庁

の目的がなければ来場者が減少してしまう懸念があります。そのため、区民交流

スペースを活用して多様な取り組みを試行し、定例化することで口コミによる来

場促進につなげていくことが重要と考えます。特に、週末に継続的な集客が見込

める企画として定着させていくことを目指し、そうした観点での企画を進めてい

きたいと考えます。区の部署は多数あるので地の利も活かし、こんなこともやる

といいのではないでしょうか。 

〇本田副施設長： 

他にご意見ありますでしょうか。 

〇岡委員： 

先ほど土屋さんもおっしゃってましたが、パンのフェスなど食をテーマにしたも

のは、よく町おこしで見かけることもあり、区外の方も含めて結構注目度が高い

と感じます。特に世田谷区は本当に魅力的な、個人でやられているような小規模

の飲食店が非常に多くあると思います。経堂や下北沢も、色々なお店があり、キ

ッチンカーの事業者が出店しますということはもちろんあるとは思いますが、ど

ちらかというと「地元のあのお店がキッチンカーを出す」ということに対して、

皆さんに興味を注がれるだろうなと思います。せっかく交流活動スペースが併設

された区役所ができるため、このオープニングに一肌脱いでくれませんかと世田

谷区の方へ直々にお願いしたら、協力したいというお店の方もたくさんいらっし

ゃるんじゃないでしょうか。やりたいと思ってもらえる方への周知がまだ足りて

いないと感じます。そこがうまく繋がり、他の店舗も手を挙げてくれると、それ

だけでもすごく注目度が高くなるのではないでしょうか。 

〇伊藤委員： 

はい。今後、近隣の商店街や連合会などこの辺に関わるところにご挨拶に行こう

と考えています。この日に設定できなくても、今後お近づきになりたいと思って

います。 

やはり現時点でアウトラインを整理していただく必要があると考えます。先ほど

実行委員会についても触れましたが、早期の発足が必要ではないでしょうか。ま
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ずは、組織立った責任体制を明確にすべきという点が、議論の中で挙げられてい

たという認識でよろしいでしょうか。 

 

 

 

実行委員会の発足について 

〇本田副施設長： 

オープニングイベントを２１日間やっていく上で、やはり実行委員会を発足した

方が、責任を持ってオープニングイベントをやり通すことができるのではないか

ということで提案をしたいのですがいかがでしょうか。 

〇柴田委員： 

どこまで実行委員会が責任を持ってやるのか、イメージが今まだつきません。事

業者さんたちがやるのですか。 

〇伊藤委員： 

いいえ、事業者はサポートなので、実行委員会に責任を持ってやっていただきま

す。運営自体は運営委員会があるので、それに対して部会がイベントのことを決

めていただきます。（資料１－２確認） 

資料１－２に運営委員会と部会、運営事業者の関係とイベントを開催するときに

はそれぞれが連携、協力しながらやっていくということになります。一番の責任

は委員会であり、今回実行委員会を設けないと、イベントのディレクションが難

しいという話が前回福岡委員から挙がってきたため、まさにその通りだというこ

とでご提案がありました。 

〇柴田委員： 

運営委員会で実行委員会を立ち上げるということですか。 

〇伊藤委員： 

いいえ、企画したいという参加者もいるので、その方々を交えた形で、ディレク

ションできる方がいればお任せしたいと考えています。運営委員会でやろうとし

てもなかなか動けないため、実働できる方とディレクションしていく方がいいの

ではないでしょうか。実行委員長は運営委員会の意見を聞きながら、実行委員た

ちの話を聞き、内容を決定してくれる方です。少々重責ですが、やっていただく

必要があると考えています。 

〇本田副施設長： 

実行委員長は運営委員会の方から出ていただいた方がいいでしょうか。 

〇伊藤委員： 

実行委員長の打診を齋藤副委員長へ試みましたが、やはり若い人とかが地方創生

や町おこしに携わっており、よそから来た若い人のような方がトップになり、地

元の人たちが支えるような文脈もあります。 

実行委員会の方もやりたいという人もいる可能性があるため、確認しながら決定
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が必要だと思います。ディテールまで決めてしまうと活動しづらくなってしまう

ため、まずアウトラインとして実行委員会を作るということまで決めたいです。 

あとは運営委員会の方も関わることは必須とし、併せて実行委員となるなら若い

人がいいという話が上がるかもしれません。 

実行委員には動きが分かる運営委員会のメンバーがいてもいいのではないかと決

めておき、その後、また実行委員会の中で委員長等を決定する流れでよろしいで

しょうか。 

〇曽田委員長： 

実行委員会は大人数ではないということでしょうか。 

〇伊藤委員： 

そうですね。募集時に２０数団体ほどの中で、企画から関わりたいと言っている

のは５団体ぐらいでした。それ以外は自分の団体のＰＲと何か関われるのであれ

ば関わりたいという団体でした。改めてキックオフ会の時に、企画からやってみ

たい希望団体をもう一度確認した方がいいのではないでしょうか。 

〇齋藤副委員長： 

以前、世田谷区の都市デザイン室にいたときに同様に組織横断型イベントの事務

局的役割で担当した経験があります。団体は事業に対してそれぞれ課題を抱えて

いますが、個々の事業だけでは対応に限界があります。区の立場や仕組みを活用

し、様々な主体と連携することで、新たな取り組みの実現につなげていくことが

期待されます。実際に実行委員長や実行委員になり、企画をして、多くの人を巻

き込んでもらう役割を担っていただいたらいいのではないかと思います。今回は

企画からやりたいと希望している声を上げてくださったのはすごくいいのではな

いでしょうか。そういう人たちをこの運営委員会がサポートするために、今様々

な立場の人がいます。これまでの事例や知見、人材を活用し、利用方法に応じた

助言や支援が可能だと考えます。 

ただ、その実行委員と言っても、今何人ぐらいかなどフィックスしてないと思う

ので、それをこれからどうやって呼びかけるのでしょうか。３月に集まってくだ

さった方々に呼びかけるイメージでしょうか。 

〇伊藤委員： 

そうですね。３月の方は当然キックオフ会議に来ていただく予定です。今現在も

参加募集継続中であり、募集自体は直前まで可能という話が準備会でありまし

た。いつでも参加できる体制のままであると、また調整が発生してしまうため、

一定程度のところで区切りをつけるのは実行委員会の判断であるかもしれませ

ん。 

〇齋藤副委員長： 

そういう人たちが、話し合いに臨みやすいフレームを運営委員会で提示できると

良いのではないでしょうか。 
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〇伊藤委員： 

現時点ではアプリを活用した情報共有を行うことのみが決定しており、話し合い

に臨みやすいフレームについては今後検討予定です。また４月中に第１回キック

オフ会議を開催します。参加団体に集まっていただき、今後について確認してい

く必要があります。あとは運営委員会の方が関わっていただける部会の方からも

いろいろ支援いただき、団体ネットワークの明示や支援の形があれば、実行委員

会がやりやすくなるのではないでしょうか。 

〇松田委員： 

すみません、それ告知するようなインスタなどＳＮＳ発信はありますか。 

〇伊藤委員： 

まだ作成しておらず、これからとなります。 

〇柴田委員： 

情報発信がないと、継続されていることなのかみんな分からないです。もうこの

人たちで始まるのかという声も挙がっています。 

実行委員会は１１月３日のみではなく、オープニング月間の２１日間の企画とい

うような提案をしてる。やはり今まで運営委員会の話し合ってきたそのものが、

ある程度実行委員会でも伝わらないといけないので、実行委員長になる人は、そ

の経緯をある程度心得てる人じゃないと、参加団体が迷ってしまうのではないで

しょうか。 

〇齋藤副委員長： 

運営委員の人が実行委員になることもできると思うので、私は実行委員にはなり

たいなと思っています。 

委員長になることは違うかと思いますが、実行委員は今募集中ということであれ

ば、興味はあるため立候補したいです。 

〇伊藤委員： 

はい、ぜひお願いいたします。実行委員長が難しいということであれば実行副委

員長はどうでしょうか。だいぶ日程は取られると思います。 

〇松田委員： 

そうですよね。夜に集まるのが難しい方もいるのでオンライン会議などのサポー

トは区が対応されるのでしょうか。 

〇齋藤副委員長： 

事業者がやると思います。事務局は日程の調整だとか場所の確保の対応だと考え

ます。場所の確保は意外と大事だと思います。 

〇松田委員： 

実行委員会をやる場所が一箇所あっても良いのではないでしょうか。場所を定め

て、参加したいときに来てもらえるようにできるなどです。 
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〇伊藤委員： 

その場所がまだ完成しておらず、１１月に出来上がります。事務局にてオンライ

ン会議やスラック等を用意したいと考えています。 

 

 

 

グループ討議の振り返り 

〇本田副施設長： 

そろそろ時間のため、どのようにまとめるのが良いでしょうか。 

〇齋藤副委員長： 

今まで書いてくださった内容を説明し振り返っていただきたいです。 

〇本田副施設長： 

 ではよろしくお願いいたします。 

〇事業者山下： 

 説明いたします。 

そもそもスタート地点は、区役所に人が来ないというところから始まりました。

汽水域が抜けてしまったということでしたが、運営事業者としてもちろん汽水域

にしていきたいですとご提案させていただいておりますので、そこはご安心くだ

さい。 

初めて運営委員会に参加いただいた方もお子さんがいらっしゃるということで、

子どもと一緒に行ける場所は、ご家族として常に探してますというご意見が印象

的でした。例えば公園のイベントやパン祭りが挙がりました。具体的に試行で昨

年２月に「区役所であそぼう」という企画が開催されました。すべて区役所で開

催できない中、実行できる可能性がないと開催が難しく、また本庁舎が完成する

とさらに利用エリアが広がり、可能性も広がるのではないかというご意見もあり

ました。 

実際どのようにしていきたいかを考えると、全体的な意見として、必ず大きな成

功をしなければいけないということではなく、だんだん育てていくということで

す。テストでもいい、小さくても面白いもの、口コミでこういうスペースがある

ということが広まってほしいとなりました。区役所に来るきっかけになればとい

うご意見がありました。 

オープニングイベントテーマの審議のご意見として、例えば、松陰神社からの導

線が鍵になるため、周りのエリアを活用する要素やお店に協力してもらい「食」

をテーマにもできます。「食」であればお店もたくさんあるため、地元企業の方

も一肌脱いでもらえるのではないでしょうか。あとは１１月３日から２３日の約

１か月オープニング期間のため、１１月３日は「いいお産の日」という日に絡め

て何かやってほしいというご意見がありました。また新たな取り組みとして、世

田谷区は文化財団と組んだ取り組みで「アーティストバンク」が始まり、世田谷
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区にゆかりのある音楽アーティスト約３０組が登録されたと私も伺っています。

アーティストバンクに登録したアーティストにも使ってもらうことで広めてもら

えるのではないでしょうか。 

最終的には、大きいイベントを開催するにあたり、１か月間オープニングイベン

トがありますので、ディレクションしてもらえる団体が必要ではないかという話

で、実行委員会の発足について挙がりました。運営事業者としてはもちろん皆様

のサポートをさせていただきますが、実行委員や委員長、副委員長といったとこ

ろは運営委員の方からでも、オープニングイベント参加の２３団体の中から企画

から関わりたいという団体からも募集してはどうでしょうか。あとは告知につい

て、１１月開催に関してまだ参加希望者を募集しておりますので、情報告知も続

けてほしいとなりました。 

実行委員は立ち上がった際、委員長、副委員長と役職になってきた方ももちろん

ですが、どのように集まり、どのように進め、既存の運営委員会と部会との役割

分担を考える必要があります。１１月オープンというスケジュール目標は決まっ

ているため、目標達成に向けての運営人数や、どのように集まってもらうかとい

う話が出ました。以上です。 

〇本田副施設長： 

 ありがとうございました。皆様からのご意見をまとめましたので、参加団体の交

流会が今月開催予定のため、実行委員会発足に向けて進めていきたいと思いま

す。 

〇齋藤副委員長： 

実行委員会ができあがるまでのプログラムが現在ないと思います。例えば実行委

員の募集まではよいが、その後の進め方が現時点で整理されていないのではない

でしょうか。一つ提案として、区役所周辺を歩いて周る取組を取り入れてみるの

はどうでしょうか。実際に区役所の周辺を歩くことで、地域の状況や距離感を体

感できたり参加者同士がコミュニケーションを通して新しいアイディアを創出し

たりできると考えます。 

現在は区役所の敷地が仮囲いで分断されおり迷子になってしまうが、オープニン

グ頃は今より完成しています。今、西側庁舎の方だけ完成しているため、みんな

で散策が可能ではないでしょうか。テーブルに座っての議論だけではなく、現地

を体感する導入をぜひ考えたら良いのではないでしょうか。 

〇松田委員： 

できるプロセスを楽しもうと仕掛ける方々もいても良いと思います。 

〇齋藤副委員長： 

その通りです。周りの状況や現場をよく理解していないと、アイディアも自分で

しか発想できなくなってしまう。別の視点を取り入れることで、違う団体同士の

あの共同イベントや、自分のところで実施していること以外のアイディアが浮か

ぶと思います。 
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〇伊藤委員： 

一度区役所で会議や打ち合わせができるよう設定することも大事ですね。ありが

とうございます。 

〇齋藤副委員長： 

はい、そうですね。区役所の中でも実施した方が良いです。 

〇伊藤委員： 

本日のような会議も見学や世田谷区民会館の２階ラウンジで開催することも考え

てみます。 

〇柴田委員： 

すみません。せっかく土屋さんと岡さんが参加しているので、実行委員会にマジ

ョリティの方が入らないと、全く意見が反映されないように思います。地域団体

の人たちが実行委員会の構成メンバーになると、結局地域団体の話になってしま

うと思います。団体代表として参加すると、自分たちのやりたいことが優先され

てしまう。本当に一般の人が気軽に参加できるのかというところは、いつも立ち

返らなければいけないと思っています。 

〇伊藤委員： 

実行委員長までとは言いませんので、ぜひ実行委員をお願いしたいです。 

本業があるかと思いますのでスラックかＬＩＮＥか不明ですが、情報アプリなど

は皆さんが見られるようにできると思います。運営委員としてアカウントを持っ

ていただきますが、実行委員になっていただくのはありがたいです。情報共有も

しながら実行委員にもなってみるという冒険をぜひどうでしょうか。 

〇中西委員： 

無理に齋藤副委員長、柴田委員にお願いするのではなく、一般の方から募集して

もいいのではないでしょうか。 

〇柴田委員： 

団体だけではなく、一般の方ももし興味のある方がいれば多くの方にご意見いた

だきたいです。 

〇伊藤委員： 

今のご意見を参考にし、キックオフ会の参加団体に確認して実行委員会はどうで

すかと声をかけてみようと思います。記録が残りますので、そちらで対応してみ

ます。 

〇松田委員： 

ちなみにオープニングイベント月間の平日開催分も一緒に考えられますか。例え

ばふらっと来た人に説明したり、こういう活動に参加しませんかと声をかけたり

実施している方もいらっしゃると思う。土日のことを考えないということでしょ

うか。 

〇伊藤委員： 

全日程となります。平日日中に色々と参加できそうな高齢の方たちをターゲット
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にした企画も考えてもらわなければいけないと思います。そういったスケジュー

ルや意見とかなどを組み立て、メッセージ性みたいなものを実行委員会にて、問

題提起してもらう。課題解決が滞っているような場合には皆様からアドバイスを

していただくということになります。 

〇本田副施設長： 

 よろしいでしょうか。交流会、部会を通じて進めていきたいと思います。次が最

後の資料になります。資料１０－１をご覧ください。こちらは区より説明いただ

きます。 

〇伊藤委員： 

 はい、こちらは令和８年度の区役所庁内の公用事業申込一覧です。公用事業予定

がまとまったものとなります。展示などが入っておりますので、ご確認いただけ

ればと思います。こちらは調整中の資料ですので非公表とさせていただきます。

説明は以上です。 

 

 

 

①－ウ．令和８年度の提案・事業計画のご説明 

〇本田副施設長： 

 続いて資料１０－２をご覧ください。令和８年度の提案・事業計画のご説明をさ

せていただきます。 

 この内容は、いずれも２０２６年３月１３日時点のイメージ案です。今後検討協

議の上、調整決定となります。記載内容すべての説明はできませんが、カテゴリ

ーの部分を説明いたします。 

まず、広場等を活用した賑わい創出事業です。こちらは様々な団体がありますの

で、各団体と調整して進めていこうと考えています。次に、研修です。こちらは

二つに分けられ、開設前のスタッフに対する研修と開設後のスタッフ、区の職

員、一般利用者、区民にも向けた研修を考えております。次に、情報と蓄積と活

用です。こちらはエフエム世田谷との連携、世田谷まちづくりアーカイブスの設

置を考えております。次に、区民・区職員の交流と新たな活動を生み出す事業で

す。例えば「今日は〇〇さん」というテーマで、一日誰か出ていただいき、年間

１５０日開催したいと考えています。特に区の職員の皆さんには、１／３の５０

日ほどお願いしたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。「今日

は〇〇さん」というイメージは、最後の資料の左下に出ています。このようなイ

メージでお願いしたいと思います。 

次に、拠点や地域の運営者の裾野を広げ参加を流す事業として、特に若い世代の

参画や地域コーディネーター研究会をやりたいと考えております。実施内容につ

いては各自ご覧いただければと思います。今後さらに調整して進めてまいりま

す。私からは以上です。 
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〇松田委員： 

密かにこのネットワークが、様々なジャンルの人たちが集まって会う、裏メニュ

ーのように、イベントではなく災害時にまたそれが活かされていくといいと思い

ます。 

〇松田委員： 

熊本では「火の国会議」と言って、会議の最後に集まり、今日どうだったかとい

う振り返りをしており、別ジャンルの人や別世代の人たちが関われる場となって

いるのが非常に面白いなって思いました。 

〇本田副施設長： 

はい。他にご意見ありますでしょうか。 

〇柴田委員： 

 部活動支援について、誰かが主体となって立ち上げるのですか。また区の取り組

みではないという理解で良いでしょうか。最初に手を挙げる人を見つけるのは難

しいと考えます。 

〇本田副施設長： 

 区の部活動ではありません。施設利用者の中で共通の関心がある場合、施設内の

「マッチングコーディネーター」が関係者をつなぎ、活動の提案を行います。 

〇柴田委員： 

 「マッチングコーディネーター」は運営事業者が担うのですか。事業者が主導と

なることで、自主的な活動として定着するのでしょうか。 

〇事業者栗本： 

補足させていただきます。事業者としても自らが主体になったり、事業者で先導

したりするような役割は考えておりません。施設は市民活動団体の皆様が主役に

なっていただく場と考えているのでマッチングコーディネーターは、あくまでも

施設の黒子となって、人と人をつなぎ、施設について利用可能な場所であること

や利用条件・ルール、理念等を整理した上で、継続的に情報発信していく立場と

なります。 

利用者に伝えたうえで、施設を利用したいという希望があれば、土俵に乗せて、

団体に主体的に動いていただく支援をします。それが表面的になった時、サーク

ルや部活動支援などの形でサポート体制自体を「部活動支援」としており、事業

者がコーディネーターとしての役割を担い、各取組において利用者同士のつなが

りを創出しながら、当該施設を積極的に活用してもらうことを支援いたします。

この施設の盛り上げ方自体がマッチングコーディネーター事業として事業者が担

っていくものとして、利用者のつながりを作りつつ、利用促進につなげるために

事業者は動くと考えております。 

〇柴田委員： 

イメージは何となくできますが、今までの施設管理の方々が取りまとめていくイ

メージがどうしてもあります。理想とする「できるのかどうか分からないが、チ
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ャレンジする」と言っている自治のやり方にそれがなるかどうか、想像ができな

いです。 

〇松田委員： 

シニアの居場所を開催していますが、好きなことややりたいことを書いてるうち

に参加者が集まり、けやきネットの会員になっていることがあるため、グループ

は自然と生まれます。最初は居場所の会場で活動し、自分たちで場所を借りて活

動したいという方々が誕生することを実感しています。逆に言うと、一人で来る

人が受け入れてもらえる場が増えるということではないでしょうか。団体の人た

ちが「皆さん来ませんか」と勧誘するのではなく、施設に来てからやりたいこと

や仲間を探している方に対して出会いやつながりを提供するイメージを持ってる

場所であると聞いています。 

〇伊藤委員： 

区側の意見として、コーディネーターのプロフィールや写真が掲示され、施設出

勤の有無が分かり、コーディネーターの特性も大事だと思います。熊本の話もあ

りましたが、社会的課題の何を話ししているのか、参加しやすい工夫が必要なの

ではないでしょうか。施設に集まってるが、何を話しているか分からない場合、

希望の話ができるグループを教えてもらえる空間が良いと思います。活動の誘致

や、議論している方々が、ふらっと来た人たちにも入ってきていいという呼びか

けにつながればいいと思います。 

こんなテーマで活動しているこの人やこの団体は今日いるんですかという照会を

施設の中でできると面白いと思います。あとは団体さんが集中して議論したい

時、話しかけてほしくないなという時もあると思うので、「今は話しかけていい

ですよ」という掲示が表示できるのもいいのではないでしょうか。またこの近辺

の課題解決のテーマで議論が盛り上がってくると、なおさら熱量が上がってくる

だろうと期待をしています。 

〇松田委員： 

団体が育つこともあるかもしれないが、実行委員会がそこで立ち上がることもあ

るかもしれません。今度こういうことをプロジェクトでやろうという実行委員会

の集まりに誘致や、逆にサポートを依頼することもできる。まず団体として活動

してもらうようにしたい。 

〇柴田委員： 

非常に前向きでいい話し合いだと思いますが、私たちは、市民団体カラーを出し

すぎてしまうので、岡さんや土屋さんにもふらっと来ていただけるような施設

へ、トレンドを踏まえたデザインにしてほしい。区役所らしい雰囲気ではなく 

普通の民間施設のようなイメージにしてもらわないと、入りにくいです。一人で

来てふらっと入れるのかなと心配になり、中に入ることができない。 
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〇松田委員： 

受付カウンターはどうなっていますか。 

〇柴田委員： 

事業者の受付カウンターがあります。カウンターで待っている人や上の階に行く

事業者もいるし、スーツの人も絶対座ってると思います。施設の中に入りにくい

ので、入りやすい雰囲気にしてほしいと思います。切なる願いです。 

〇中西委員： 

 ちょうどその点についてお話しようとしていました。入口というようよりは奥の

部分に関する内容となり、入口部分についての整理や検討が十分にできていない

ため、柴田委員のご指摘はもっともだと思います。装飾などの工夫だけで、どこ

まで入りやすい雰囲気をつくることができるかという疑問があります。 

例えば、松田さんの前で少し恥ずかしいですが、子育て広場があれば施設に来る

のではないかと思います。しかし、子育て広場はないため、やはり目的がないと

施設に来ないと思います。広場があれば訪れ、隣で趣味活動をしている中で接点

の生まれるように、またコワーキングスペースで、ノマドワークができる人は限

られているのかもしれないが、たまに区役所で「あそこは雰囲気がいいからそこ

で働いてみよう」という人が仕事をする中で、市民活動と出会う。汽水域とはそ

ういうことではないでしょうか。 

施設で職員が働いてて、市民活動団体と出会って、「何やってるんですか」とい

う話ができる雰囲気にしないとその先の話は誰もいない状態ではできない。具体

的な進め方や方策について運営委員会の中で議論できるとよいのではないでしょ

うか。オープンまであと６か月しかないです。次、運営委員会は８月のため、大

急ぎでやりたいと思っています。 

〇柴田委員： 

交流拠点は、既存の施設とは異なる新しい在り方を目指していきたいと考えてい

ます。運営委員会についても、事後的な意見交換の場ではなく、企画段階から参

画し、今後の方向性やグランドデザインを描く会議にしていく場として位置付け

たいです。また管理的な運営に偏るのではなく、誰もが気軽に立ち寄れる奮起雰

囲気づくりや区役所らしさに捉われない柔軟な空間づくりを期待します。 

〇本田副施設長： 

 はい、ありがとうございます。 

〇松田委員： 

区の職員は下に降りてきて、業務ができないのでしょうか。せっかく一人 1台、

Wi-Fiを持っているのであれば施設に来てほしい。 

〇齋藤副委員長： 

一般的な会議はもちろん個室でやっていただいて結構ですが、今後の企画等につ

いてフリーディスカッションして検討する際には、会議室に限らずオープンスペ

ースを活用して実施することも可能だと思います。 
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運営委員会としては全力で応援したいと思います。汽水域のムードがどのように

具体的に作られるか、このオープニングイベントで実験をしてもらうのはいいの

ではないでしょうか。オープニングイベントのことを考える実行委員会の中の議

題提案は、運営委員会でできると思います。 

みどり部会で、すでに屋上緑化のことや、切ったケヤキの木を利用方法など、

様々なことが進んでいます。交流スペースの室内の備品は、今は机と椅子なども

量販されたものを使用しているため、見たことある空間になると思います。多様

な人が出入りする空間においては、人の多様性に加え、植物やクッション等の設

えや、利用者が活用できる小道具の配置なども重要であると考えます。こうした

要素については、オープニングイベントを活用し、試行的に検証していくことが

有効ではないでしょうか。 

そういう点は実行委員として発言した方がいいと思っている次第です。 

 

〇柴田委員： 

 前回もお願いしておりますが、ＪＣＤの関与も踏まえ、より関心を引くキャッチ

コピーを検討いただきたいです。現時点で一定の方向性が示されると望ましいで

す。一般の方々に訴求する観点から、各イベントにおいて魅力的なキャッチコピ

ーを設定し、民間の視点や感覚を積極的に取り入れていただくことを期待してお

ります。 

〇中西委員： 

 区としてもキャッチコピーを一方的に定める意図はございません。専門的な視点

をお持ちの皆様から、魅力的な提案をいただきたいです。 

〇事業者 栗本： 

イベントのキャッチコピーについては、最初に手を挙げた団体が主体的に決めて

いく形が望ましいのではないかという意見も出ています。商業的な観点からキャ

ッチコピーを設定する戦略も一つあるとは思いますが、参加者の能動性を踏まえ

つつ、必要に応じてエッセンスとして助言するなど、後方支援的な関わり方でト

ライアンドエラーを重ねていく形でよいのではないかと考えています。 

〇中西委員： 

主体的に取り組むことに加え、専門的な視点や工夫も重要であると考えますの

で、その点については遠慮なくご提案いただければと思います。 

〇曽田委員長： 

そろそろ終わりのお時間です。 

〇松田委員： 

施設の備品や使える物品のイメージはありましたが、もし実際に決まってるもの

がありましたら、なるべく情報共有してほしいです。ホワイトボードでもどのよ

うなデザインが何枚あるなどみんな知りたいと思っています。 
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〇伊藤委員： 

 これから入札となります。資料に入っておりますので、ご確認ください。 

〇松田委員： 

多少奥の事務室にみんなが入り、受付の人たちが座っているカウンターではあま

り意味がないということをお伝えしました。 

〇伊藤委員： 

現時点では難しい状況です。受付以外の場所で相談することはできます。受付で

立ったままということは考えていません。 

〇齋藤副委員長： 

仮設移動式カウンターというものを導入はいかがでしょうか。交流スペースのあ

り方についてはこれまでも示されているとおりで、固定的な区切りを設けない形

が望ましいと思います。机については軽量で移動しやすいものとすることで、カ

ウンターとの境をなくす工夫ができるのではないでしょうか。この点はこれまで

もお伝えしているとおり、必要な要素だと思います。 

〇曽田委員長： 

皆さんノーマイクでフリートークになってきました。今日は、議論の形式を変え

てワークショップ形式にしたのは大成功だと思います。あとは、会場の後方に着

席している運営委員ではない関係者の方たちにどうやってこちら側の議論に入っ

てもらうかが重要ですが、そのためには象徴的な意味で何か考えた方がいいかも

しれないです。また運営委員会としての課題も見えてきました。あるいは実行委

員会が必要だが、これは、どういう形になるか、まだ分かりません。これからや

れる方法を考えていくことになります。松田委員のおっしゃるように、最初から

１００％、１００点を前提とするのではないかたちで、オープニングイベント

も、それ以降のオープニング月間も考えていくということでしょうか。 

それでは次回の運営委員会ですが、８月を予定しております。日にちが決定しま

したらまた改めて周知させていただきます。では、今日の運営事業委員会を終了

いたします。皆さん、どうもありがとうございました。 


